
語学学校は実は・・・

音楽学校だった（笑） 
勉強よりおいしかったサラダとエメラルドのチョコ！！本当にハマッタ。

普段は真面目なデスモンド・・・実は美声の持ち主♪バリーは演奏も

顔もかっこよかったぁ?Emerald Cultural Institute の
全てにありがとう！！！ 

アイルランド現地校担当班 
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阿部 公美 
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私たちアイルランド斑はユーロスクールの後半をアイルランドの首都、ダブリンで 

ホームステイをしながら現地の語学学校に通いました?  

そこで今回は、私たちの過ごしたスクールライフを紹介します 

 

０６；３０～０７；００  一日の始まりの起床のお時間です。各家庭によって時間は異 

             なりますが大体このあと朝食（パン・シリアルなど）をとり

登校です！     

     ～０９；００  みんな大体バスで登校してきます。授業が始まるまでカフェ

テリアでおしゃべりタイムです。           

０９；００～１０；１５  普段の 2 倍の 90 分授業。2 クラスに分かれて英語の授業。 

１０；１５～１０；３０  ??15 分の休み時間です??憩いのひと時ですね。早弁している

人も･･･ 

１０：３０～１２；１５  先ほどの同じく 90 分授業。先生が交代してまたまた英語の授

業。 

１２；１５～１３；１５  ??待ちに待ったお昼ご飯の時間です?? 

             ホストファミリーに作ってもらった昼食（サンドイッチ・お

菓子・ジュース・丸まんまの果物ナド）をみんなカフェテリ

アで食べます。中にはさらにカフェテリアのピザ（約 300 円）

やとってもおいしいサラダ（約 450 円）を食べている人もい 

             ました。ご飯を食べている時のみんなってとても幸せそうで

した???毎日これが続きました。  

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
秀光生が語学学校で毎日のように食べていたおいしいサラダのお話です☆ 
なんでこのサラダは秀光生のハートを射止めちゃったんでしょうか・・・！？ 
ということでこのサラダを徹底解剖します♪♪ 

 
まず・・・気になるお値段ですが、2・9ユーロ☆ 日本円で約 450円です。 
 
そして・・・気になる中身ですが （チキンｏｒツナ）生にんじん コーン 
レタス 生キャベツ チーズ トマト がボウルのなかに山盛り入ってまして 
ドレッシングは マヨネーズ ケチャップ ビネガー 酢ソース？ 塩胡椒 
の中から好きなものを好きなだけとってかけて食べました☆  
  
チキン入りを売っていたのは 1 回だけでしたがみんなツナよりもチキンのほう
が好きそうでした・・・・・また食べたい！Fromみんな☆ 
何でこんな一見普通のサラダに皆は虜になってしまったのでしょうか・・・？ 
 
実際に食べた人の感想を直撃取材！！！！！ 
 
FromY・O これからサラダを食べるときは塩胡椒で食べようと思った。 
FromM・S 安くて・美味しくて最高！お勧めはビネガー×塩胡椒！！ 
FromM・I しばらく生野菜とご無沙汰だったしボリューム満点☆☆ 
FromK・A 自分で味付けで美味しさ倍増笑） 
FromM・Y 酢ソースが初めてで初体験の味だった。野菜はシャキシャキ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



某M･Yさんにinterviewを行いました 

＿＿＿学校はどうでしたか？ 

M：ええ、凄く興味深いものでした。 

＿＿＿と言うと？ 

 

M：ええ、何というか Irelandの自然に囲まれて勉強もはかどりましたし、昼食もいろんな意味で忘れられないものと

なりました。 

＿＿＿昼食中に何かあったのですか？ 

M：ええ、実は毎日毎日 sandwichだったのが気に食わなくて、ストレス溜まっちゃって（笑） 

＿＿＿それは大変でしたね。 

M：ええ、potato  chipsをやけ食いしちゃって。たった３週間の研修で５kgも太ってしまいましたよー。あっ！これ

名前出ませんよね？？？ 

＿＿＿大丈夫でしょう。 

M：ええ、よかったー！！あとはですね、先生方。先生方も個性的な方々ばかりで楽しかったですよ。 

＿＿＿授業はどうでしたか？ 

M：ええ、授業時間が長くて長くて長くて大変でしたよ。９０分ですよ９０分！眠いっつーの！！！ 

＿＿＿午後は何をしたのですか？ 

M：ええ、市内研修に行きました。Dublinの Shopping Centerにはたくさんおもしろい物が売ってましたよ。 

＿＿＿楽しかったですか？ 

M：ええ、楽しかったです。 

＿＿＿育英の校舎に比べてどっちが大きかったですか？ 

M：ええ？多賀城校舎ですか？それとも宮城野校舎ですか？ 

＿＿＿多賀城。 

M：ええ、多賀城校舎ですかね。 

＿＿＿また Irelandに行きたいと思いますか？ 

M：ええ、Switzerlandに行きたいですね。 

＿＿＿そうですか。今日は本当にありがとうございました。 

M：ええ？もう終わりですか？まだ・・・ 

BGM～瞳（ぴとみ）を閉じて～by Pen Pirai 

 



  ＤＵＢＬＩＮ’Ｓ  ＭＯＳＴ   ＦＡＭＯＵＳ   ＳＯＮＧ 

♪ＣＯＣＫＬＥＳ ＆ ＭＵＳＳＥＬＳ♪ 
この曲はデスモンド先生が授業で教えてくれました。とても馴染みやすく、頭からは

なれなくなるほど、すてきな曲でした♪気付けば誰かが口ずさんでしまうような曲です。

歌詞を載せておくので歌ってみて下さい☆    
In Dublin’s fair City, where the girls are so pretty,  

I first set my eyes on sweet Molly Malone. 

As she wheeled her wheel ballow , through streets broad and narrow, 

※Crying “Cockles and Mussels, alive alive Oh!” 

“Alive alive Oh! Alive alive Oh! Crying “Cockles and Mussels ,alive alive Oh!” 

She was a fishmonger, but sure ‘twas no wonder, 

For so were her Father and Mother before. 

And they both wheeled their ballow , through streets broad and narrow. 

※くりかえし 

She died of a fever, and no one could save her, 

And that was the end of sweet Molly Malone. 

But her ghost wheels her ballow through streets broad and narrow. 

※ くりかえし 

                                          

 

 

                   


